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　東日本大震災から５年。発災時に県の各機関が作成した震災関連の公文書のうち保存期間が３年のものが、昨年当館に
引き渡され、歴史的公文書として登録、保存されました。時の経過による震災記憶の風化が懸念されますが、当館では今後
も引き渡される公文書（保存期間が５・10・30年）を引き続き受け入れ、評価選別し、震災の記録を後世に伝えるべく歴史
的公文書として保存・公開していきます。
　また、当館では、東日本大震災の後、被災した陸前高田市の公文書を修復する支援事業を行い、その記録も残しています。
　４月16日から始まる収蔵資料の展示では、当館の震災関係資料をご紹介します。ぜひ、お誘い合わせの上、ご来場ください。

（Ｐ４参照）

東日本大震災から５年
―後世に残すべき公文書を保存・公開する―

平成26年度評価選別した当県の歴史的公文書

被災時の陸前高田市役所庁舎 当館での陸前高田市の公文書修復作業



し
れ
ま
せ
ん
。平
成
27
年
度
の
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
講
座
で
は
、民
間
に
保
有
さ
れ
た
鉄

砲
の
事
情
に
つ
い
て
、当
館
収
蔵
資
料
を

交
え
て
解
説
し
ま
し
た
。小
文
で
は
、そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
村
々
の
鉄
砲

　

江
戸
時
代
の
村
々
に
は
大
量
の
鉄
砲

が
存
在
し
、そ
の
数
は
武
士
の
所
持
す
る

も
の
よ
り
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。明
治
７（
１
８
７
４
）年
９
月
の
神
奈

川
県
の
調
査
に
よ
る
と
、同
県
管
内
に
は

５
１
３
２
挺
の
民
間
保
有
の
鉄
砲
が
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す（「
神
奈
川

県
治
一
覧
」（ID

3199800559

））。こ
の
資

料
か
ら
は
、江
戸
時
代
の
村
々
に
存
在
し

た
鉄
砲
の
数
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
ぜ
江
戸
時
代
の
村
々
に
は
多
く
の
鉄

砲
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の
理
由

は
、人
間
と
鳥
獣
の
関
係
に
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。江
戸
時
代
の
中
期
以
降
に

盛
ん
に
な
る
新
田
開
発
や
木
材
の
伐
採

は
、人
間
と
鳥
獣
の
住
環
境
に
変
化
を
生

み
ま
し
た
。そ
の
変
化
は
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
を
増
加
さ
せ
ま
す
。そ
の
被
害

の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、村
々
は
鉄
砲
を

所
持・
利
用
す
る
こ
と
を
願
い
、幕
府・
領

主
は
年
貢
を
確
保
す
る
た
め
に
こ
れ
を
許

可
し
ま
し
た
。村
々
に
存
在
し
た
鉄
砲
は
、

「
武
器
と
し
て
の
鉄
砲
」で
は
な
く
、「
農
作

物
を
守
る
た
め
の
道
具
」と
し
て
所
持
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。そ
の
鉄
砲
は
、鑑
札
や

証
文
に
よ
っ
て
幕
府・領
主・村
に
管
理
さ

れ
ま
し
た
。

　

明
治
の
世
に
移
っ
た
後
も
、こ
れ
ら
の

鉄
砲
が
政
府
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、届
け
出
を
す
れ
ば
保
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。前
述
の
連
合
国
の
徴
収

ま
で
、民
間
保
有
の
鉄
砲
が
徴
収
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

道
具
と
し
て
の
鉄
砲

　　

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
は
、現
在

の
私
た
ち
も
直
面
す
る
課
題
で
あ
り
、神

奈
川
県
下
の
丹
沢
、箱
根
、秦
野
、伊
勢
原

で
は
、そ
の
被
害
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。神
奈
川
県
は
そ
の
対
策
の
一

つ
に
、鉄
砲
を
使
っ
た
狩
猟
を
掲
げ
て
い

ま
す
。現
在
で
も「
農
作
物
を
守
る
道
具
」

と
し
て
鉄
砲
は
利
用
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
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昭
和
20（
１
９
４
５
）
年
９
月
８
日

に
横
浜
で
撮
影
さ
れ
た「Jap M

.P.'s 
carrying rifles, light m

achine guns, 
bayonets, and sw

ords from
 trucks 

paraked in front of collecting point 
of 

（382nd H
qs.Bn.11th Corps

） in 
Y

okoham
a

」
と
題
さ
れ
た
一
枚
の
写

真
。日
本
国
内
に
保
有
さ
れ
て
い
た
武
器

が
、連
合
国
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
様
子
を

写
し
た
も
の
で
す
。連
合
国
が
行
な
っ
た

日
本
の
武
装
解
除
は
、民
間
保
有
の
武
器

も
対
象
と
し
ま
し
た
。昭
和
21
年
３
月
末

ま
で
に
徴
収
さ
れ
た
民
間
保
有
の
鉄
砲

の
数
は
、約
80
万
挺
に
お
よ
び
ま
し
た
。

こ
の
数
字
に
驚
か
れ
る
方
も
多
い
か
も

物
騒
で
な
い
鉄
砲
の
話

　
　
―
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
で
紹
介
し
た
資
料
か
ら
―

米国国立公文書館写真部所蔵 複製（X-0021）

四
季
打
鉄
砲
証
文
帳
（
相
模
国
津
久
井
県
沢
井

村
石
井
元
三
郎
氏
所
蔵
文
書ID

2
2
0
1
0
3
0
0
5
8

）

鉄
砲
鑑
札（
相
模
国
足
柄
上
郡
皆
瀬
川
村

井
上
家
文
書ID

2
1
9
9
4
0
2
8
4
0

）



２
人
と
下
役
４
人
、そ
れ
に
足
軽
２
人
が

熨
斗
目（
の
し
め
）・
麻
上
下
と
い
う
礼
服

で
あ
た
り
ま
し
た
。

　

船
橋
に
使
用
す
る
船
は
、相
模
国
三
浦

郡
の
村
々
が
負
担
し
、海
路
で
馬
入
ま
で

運
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、架
橋
に
用
い
る

松
丸
太
や
唐
竹
、縄
等
々
の
資
材
は
、相

模
国
内
の
村
々
に
高
割（
た
か
わ
り
）で

賦
課
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、朝
鮮

通
信
使
来
朝
と
そ
れ
に
と
も
な
う
船
橋

の
架
設
は
、馬
入
近
辺
の
み
な
ら
ず
、ひ

ろ
く
相
模
国
全
域
の
民
衆
を
巻
き
込
む

一
大
事
業
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

連
合
軍
関
係
書
類

　

昭
和
20
年
８
月
14
日
、ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

の
受
諾
に
よ
り
日
本
の
敗
戦
が
決
定
し

ま
し
た
。同
宣
言
に
は
、連
合
国
に
よ
る

占
領
や
戦
争
犯
罪
人
の
処
罰
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。戦
争
責
任
の
追
及
を
避

け
る
た
め
、閣
議
で
機
密
書
類
の
焼
却
が

決
定
さ
れ
、陸
海
軍
な
ど
政
府
中
枢
に
と

ど
ま
ら
ず
、末
端
の
市
町
村
ま
で
戦
争
に

関
す
る
機
密
書
類
を
燃
や
す
よ
う
通
達

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
明
治
期
の
度
重
な
る
県
庁
舎

の
火
災
、関
東
大
震
災
と
並
ん
で
、本
県

で
戦
前
期
の
公
文
書
が
非
常
に
少
な
い

理
由
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、そ
の

通
達
は
残
念
な
が
ら
当
館
に
残
さ
れ
て

お
ら
ず
、僅
か
に
長
野
県
内
の
事
例（「
機

密
重
要
書
類
焼
却
の
件
」）が
松
本
市
文

書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
が
知
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
資
料
は
、平
成
４
年

に
当
時
の
県
立
藤
沢
高
校（
現 

藤
沢
清

流
高
校
）か
ら
引
渡
し
を
受
け
た
も
の
で

す
が
、資
料
の
表
紙
に
は「
藤
沢
市
立
藤

沢
高
等
女
学
校
」と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、同
校
の
前
身
の
校
名
で
、昭

和
26
年
、県
に
移
管
さ
れ
校
名
も
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
資
料
が
当
館
に
あ
る
の
は
、平
成

５
年
の
当
館
の
開
館
に
先
立
ち
、公
文
書

の
保
存
や
文
書
の
円
滑
な
引
継
ぎ
に
つ

い
て
庁
内
に
注
意
喚
起
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、当
時
の
事
務
長
か
ら
古
い
文
書
が
あ

る
と
の
情
報
提
供
が
あ
り
、当
館
の
前
身

で
あ
る
文
化
資
料
館
で
現
物
を
確
認
し
、

引
渡
し
を
受
け
た
か
ら
で
す
。

　

資
料
の
中
に
は
、教
育
関
係
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
指
令
綴
り
92
件
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す

が
、中
で
も「
官
庁
公
文
書
及
び
記
録
に

関
す
る
件
」は
、戦
中
戦
後
に
公
文
書
が

移
動
し
た
り
焼
失
し
た
り
し
た
も
の
が

多
い
と
の
認
識
の
下
、「
正
常
の
公
式
保

存
所
」へ
の
返
還
、公
式
保
存
所
が
破
壊

さ
れ
た
と
き
は「
中
央
保
存
所
を
選
定
設

置
」、焼
失
し
た
書
類
の
写
し
の
確
保
、写

し
が
得
ら
れ
な
い
と
き
に
は
そ
の
表
の

作
成
な
ど
を
指
令
し
て
い
ま
す
。

　

連
合
国
側
は
、戦
争
責
任
の
所
在
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
証
拠
と
し
て
公
文

書
の
保
全
を
指
令
し
た
面
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、そ
の
後
の
記
録
資
料
の
保
管

体
制
に
お
け
る
日
米
の
格
差
を
見
る
と
、

非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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馬
入
川
船
橋
に
て
架
橋
の
図

　

江
戸
幕
府
は
、江
戸
の
防
衛
と
い
う
軍

事
上
の
理
由
に
よ
り
、大
河
川
に
橋
を
架

け
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、徳
川
将
軍
や
朝
鮮
通
信
使
な
ど
重
要

人
物
が
通
行
す
る
場
合
に
は
、仮
の
橋
が

架
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の

仮
橋
は
、造
る
際
に
船
を
用
い
る
こ
と
か

ら
、「
船
橋
」と
い
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
史
料
は
、宝
暦
14

（
１
７
６
４
）年
２
月
の
朝
鮮
通
信
使
来

朝
時
、馬
入
川（
相
模
川
下
流
）に
架
け
ら

れ
た
船
橋
の
図
面
で
す
。ち
な
み
に
こ
の

と
き
の
朝
鮮
通
信
使
は
、十
代
将
軍
徳
川

家
治
の
将
軍
襲
職
を
慶
賀
す
る
た
め
に

遣
わ
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

図
面
の
作
成
者
は
不
明
で
す
が
、御

賄
役（
お
ま
か
な
い
や
く
）
代
官
手
代

内
山
伴
七
が
記
し
た
御
用
日
記（「
朝

鮮
人
御
用
中
日
記
」
近
世
諸
家
文
書

ID
2200701003

）
の
宝
暦
14
年
２
月
11

日
条
に
、「
馬
入
川
船
橋
絵
図
書
き
申
し

候
」と
あ
る
の
で
、あ
る
い
は
内
山
伴
七

が
描
い
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

図
面
に
よ
る
と
、こ
の
船
橋
は
長
さ

１
０
２
間（
約
１
８
５
メ
ー
ト
ル
）・
幅
９

尺（
約
２
．７
メ
ー
ト
ル
）に
及
ぶ
も
の

で
、船
68
艘
を
用
い
て
造
ら
れ
て
い
ま
し

た
。船
橋
の
警
備
に
は
御
賄
役
代
官
手
代

朝
鮮
人
通
行
馬
入
川
船
橋
に
て
架
橋
の
図

（
近
世
諸
家
文
書ID

2
2
0
0
7
0
1
0
0
6

）

昭
和
20
〜
23
年
度 

連
合
軍
関
係
書
類

（ID
1
1
9
9
6
1
8
4
3
1

）

収
蔵
資
料
紹
介



◆ 

古
文
書
講
座
入
門
編
Ⅰ

　
（
定
員
１
４
０
人
）

　

６
月
26
日
～
７
月
24
日
の
各
日
曜
日

　
（
全
5
回
）

◆ 

古
文
書
講
座
入
門
編
Ⅱ

　
（
定
員
１
４
０
人
）

　

９
月
４
日
～
10
月
２
日
の
各
日
曜
日

　
（
全
5
回
）

　

※
入
門
編
Ⅰ
と
Ⅱ
は
同
じ
内
容
で
す
。

◆ 
古
文
書
講
座
応
用
編

　
（
定
員
１
４
０
人
）

　

11
月
６
日
～
12
月
４
日
の
各
日
曜
日

　
（
全
5
回
）

◆ 

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座

　
（
定
員
１
０
０
人
）

　

８
月
28
日（
日
）

　

４
月
か
ら
始
ま
る
収
蔵
資
料
展
示「
古

文
書
・
公
文
書
は
面
白
い
」で
は
、前
期
と

後
期
で
展
示
の
一
部
を
入
れ
替
え
、当
館

収
蔵
資
料
の
中
か
ら
古
文
書
や
歴
史
的

公
文
書
、行
政
刊
行
物
等
を
紹
介
す
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、企
画
展
示
で
は
、か
つ
て
横
浜

港
か
ら
世
界
に
輸
出
さ
れ
た
シ
ル
ク
を
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め
、閲
覧
室
は
休
室
し
ま
す
。

【
利
用
方
法
】

　

閲
覧
室
に
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は

自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。書
庫
内
の
資

料
は
受
付
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
正
午
～
午
後
１
時
の
間
は
、受
付
担

当
が
一
人
に
な
る
た
め
、書
庫
内
資
料

の
出
納
を
休
止
し
ま
す
。

　

展
示
見
学
は
無
料
で
す
。ご
自
由
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
や
学
校
な
ど
各
種
団
体
の

視
察
・
見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

会
議
室
の
利
用
に
つ
い
て
は
、施
設
利

用
予
約
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
に
か
な
が
わ
の
人
々
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
展
示
す
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ご
来
場
く

だ
さ
い
。

◆ 

収
蔵
資
料
展
示

　
「
古
文
書
・
公
文
書
は
面
白
い
」

　
〈
前
期
〉

　

４
月
16
日（
土
）～
９
月
４
日（
日
）

　
〈
後
期
〉

　

１
月
28
日（
土
）～
3
月
31
日（
金
）

◆ 

企
画
展
示

　
「
蚕
と
か
な
が
わ
の
人
々
」

　

９
月
24
日（
土
）～
１
月
15
日（
日
）

◆ 

ミ
ニ
展
示

　
「
箱
根
再
発
見
パ
ー
ト
Ⅱ 

箱
根
山
測

　

候
所
の『
観
測
野
帳
』」　　

　

4
月
16
日（
土
）～
６
月
26
日（
日
）

　
「（
テ
ー
マ
未
定
）」

　

７
月
２
日（
土
）～
９
月
４
日（
日
）

◆ 

常
設
展
示

　
「
公
文
書
館
の
仕
事
紹
介
」

　

4
月
16
日（
土
）～
３
月
31
日（
金
）

【
利
用
時
間
】

閲
覧
室　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

会
議
室　

午
前
9
時
～
午
後
9
時

【
休
館
日
】

月
曜
日
、国
民
の
祝
日（
月
曜
日
と
重
な

る
場
合
は
翌
日
）、年
末
年
始
、

4
月
1
日
～
15
日
は
資
料
整
理
の
た

　

当
館
で
は
、収
蔵
資
料
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、そ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
各

種
講
座
や
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

古
文
書
関
係
の
講
座
は
、「
入
門
編
」

と「
応
用
編
」
の
二
種
類
を
開
催
し
ま

す
。受
講
の
目
安
と
し
て
、「
入
門
編
」

は
、全
く
初
め
て
古
文
書
を
読
も
う
と

す
る
方
か
ら
、多
少
の
経
験
は
あ
る
も

の
の
解
読
す
る
ま
で
の
自
信
を
持
て
な

い
方
、「
応
用
編
」は
、あ
る
程
度
の
読
解

力
を
お
持
ち
の
方
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
入
門
編
」は
、多
く
の
方
が
受
講
で

き
る
よ
う
同
じ
内
容
で
時
期
を
変
え
二

回
開
催
し
ま
す
の
で
、ご
都
合
の
よ
い

方
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、歴
史
的
公
文
書
を
保
存
し
、未

来
に
伝
え
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
も
開

催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、近

く
な
り
ま
し
た
ら
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

展
示
の
ご
案
内

講
座
の
ご
案
内

館
利
用
の
ご
案
内

公
文
書
館
の
利
用
案
内

　
　
　
―
魅
力
あ
る
講
座・展
示
を
め
ざ
し
て
―

ー 交通の案内 ー
　電車の場合  相鉄線「二俣川駅」下車、徒歩17分又は
　　　　　  　相鉄バス「運転試験場循環」で「運転試験場」下車徒歩3分
　車の場合　  「保土ヶ谷バイパス」本村インターから6分


